

























 全体として?̅?𝑥𝑥𝑥単位の消費可能な財があるとして、これを 2 期間かけて消費する
とする。この時、各期にどれだけ消費を割り当てるのかを考える。この問題は簡
略化して、 
 max(𝑐𝑐𝑐𝑐0,𝑐𝑐𝑐𝑐1)𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐0) + 𝛽𝛽𝛽𝛽𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐1)   （1） subject to  𝑐𝑐𝑐𝑐0 + 𝑐𝑐𝑐𝑐1 ≤ ?̅?𝑥𝑥𝑥 
𝑐𝑐𝑐𝑐0 ≥ 0 
𝑐𝑐𝑐𝑐1 ≥ 0 
 
のように書ける。ここで u は効用関数、𝑐𝑐𝑐𝑐0と𝑐𝑐𝑐𝑐1はそれぞれ 0 期と 1 期の消費量を
表す。β は割引因子として、1 期の消費から得られる効用については β だけ割り
引くものとする（ただし、有限期間なので βは 1 より大きくてもよい。無限期間
であれば0 < 𝛽𝛽𝛽𝛽 < 1 とする）。 
 （1）の解(𝑐𝑐𝑐𝑐0∗, 𝑐𝑐𝑐𝑐1∗)が内点解だと仮定すれば、クーン＝タッカー必要条件より、 
 
𝑢𝑢𝑢𝑢′(𝑐𝑐𝑐𝑐0∗) = 𝜆𝜆𝜆𝜆 
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𝑢𝑢𝑢𝑢′(𝑐𝑐𝑐𝑐0∗) = 𝛽𝛽𝛽𝛽𝑢𝑢𝑢𝑢′(𝑐𝑐𝑐𝑐1∗) （2） 
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𝑢𝑢𝑢𝑢′(𝑐𝑐𝑐𝑐0∗) = 1 
 
であり、クーン＝タッカー必要条件が 0 期と 1 期の消費の限界効用の比と価格比
が等しくなるという 1 階条件であることが確認できる。この（2）が定量的マク
ロ経済学でいうところのオイラー方程式である。 
 上記 2 期間と同じように、今度は全体として?̅?𝑥𝑥𝑥単位の消費可能な財を T 期間か
けて消費するとする。各期に割り当てられる消費量は、 
 
−𝛽𝛽𝛽𝛽𝑡𝑡𝑡𝑡−1𝑢𝑢𝑢𝑢′(𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡−1∗ ) + 𝛽𝛽𝛽𝛽𝑡𝑡𝑡𝑡𝑢𝑢𝑢𝑢′(𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡∗) = 0,     𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2, … ,𝑇𝑇𝑇𝑇 − 1 
𝑐𝑐𝑐𝑐0
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𝑑𝑑𝑑𝑑𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡 + 𝛽𝛽𝛽𝛽𝑡𝑡𝑡𝑡+1 𝜕𝜕𝜕𝜕𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡+1)𝜕𝜕𝜕𝜕𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡+1 𝑑𝑑𝑑𝑑𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡+1 = 0, 𝐟𝐟𝐟𝐟𝐟𝐟𝐟𝐟𝐟𝐟𝐟𝐟   ∀𝒕𝒕𝒕𝒕 ≥ 𝟏𝟏𝟏𝟏. 
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𝑑𝑑𝑑𝑑𝑐𝑐𝑐𝑐3 = 0 
 












𝑑𝑑𝑑𝑑𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡 = 0,      ∀𝒕𝒕𝒕𝒕 ≥ 𝟏𝟏𝟏𝟏. 
 
つまり 1 期間の最適化条件に帰着することになってしまう。 
 無理やり 1 期間のオイラー方程式を書くと、𝑐𝑐𝑐𝑐0∗ = ?̅?𝑥𝑥𝑥のとき効用は最大となる。
いくら期間を延ばしても第 1 期の最適化条件が成り立つのであれば、3 期間の場
合、𝑐𝑐𝑐𝑐1
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